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1 はじめに 

日本語の促音は，促音部の絶対的な長さや

促音部に隣接する音節・単語長との相対的な

長さの比率によってその有無が決まると言わ

れており，「長さ」が第一義的な要因であると

考えられている[1]。しかし，「長さ」だけで

は促音の有無を説明しきれないことを示す報

告もあり[2]，非促音語と促音語では第二義的

な要因として，「強さ」「高さ」「音質」などが

異なることも明らかになってきている[1][3]。 

本研究では，促音の第二義的な要因として，

先行母音の出わたりに注目し，促音がある場

合とない場合で音響的な特徴に違いがあるか，

その特徴が促音の知覚に影響を与えるか検証

する。先行研究においても促音はその先行母

音の末尾部に示差的な音声的特徴が見られる

と指摘されており[4]，その検証が必要である

といえる。母音の出わたりに注目したのは，

そこに後続子音の調音に関わる影響が観察さ

れるためであり，その音響的特徴が促音の知

覚に影響を与えていると考えたためである。 

2 聴取実験 

2.1 調査協力者 

調査協力者は，刺激音を発音した日本語母

語話者２名（男性１名，女性１名）と，刺激

音を聞いて促音の有無を判断した日本語母語

話者 10 名（男性４名，女性６名）である。 

2.2 刺激音 

刺激音は，いずれも２音節語/C1V1C2V2/の

非促音語２語「肩」「型」，促音語２語「勝っ

た」「買った」，促音語と同じリズムで「か」

と「た」を発音した音声（便宜的に独立発音

語と呼ぶ）２語「か・た（頭高型）」「か・た

（平板型）」）である。独立発音語を刺激音に

加えたのは，日本語学習者の発話にこのよう

な音声が観察されるためであり，非促音語と

促音語の比較では見えてこない促音の特徴が

独立発音語と比較することによって明らかに

なるのではないかと考えたためである。 

2.3 刺激音の収集と加工 

調査協力者は，マイクロホン・ヘッドホン

一体型のヘッドセットを装着し，一定のリズ

ムを刻むメトロノーム音を聞きながら，その

リズムに合わせて刺激音を５回ずつ発音した。

音声は PC に直接録音・記録した。刺激音に

は，５回発音した内の１つを採用した。 

 ６種類の刺激音（非促音語×２語，促音語

×２語，独立発音語×２語）の分節音の「長

さ」に関わる要因を取り除くために，それぞ

れの語の/V1/と/V2/の持続時間を計測し，平均

値であった 150 ms と 170 ms に全ての刺激音

の/V1/と/V2/の持続時間を揃えた。その後，/C2/

の無音区間を 80 ms から 470 ms まで 20段階

に伸長させた 240 語の刺激音を作成した。 

2.4 手続き 

聴取実験では，2.3 で作成した刺激音を

SuperLab[5]を用いて調査協力者ごとにラン

ダムに並べ替えて提示した。調査協力者はヘ

ッドホンを装着して刺激音を聞き，「かた」と

「かった」のどちらに聞こえたかを判断した。 

2.5 結果 

調査協力者 10 名の評価の平均値（点線）と

近似曲線（実線）を Fig. 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 促音の有無の判断結果 
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横軸は，/C2/の無音区間（80~470 ms）を，

縦軸は，促音の知覚範疇率を示している。 

 聴取実験の結果，どの種類の語（非促音語，

促音語，独立発音語）も/C2/の無音区間が長

くなれば，促音に知覚されやすくなる傾向が

見られた。しかし，語の種類別に見てみると，

非促音語と促音語に比べて独立発音語は促音

として判断されるためにより長い/C2/の無音

区間が必要になることが明らかになった。 

3 音響分析 

 聴取実験において，独立発音語に他の語と

異なった傾向が観察された要因を明らかにす

るために，音声分析ソフト Praat[6]を用いて，

各語の/V1/の出わたりの音響分析を行った。 

促音語，非促音語，独立発音語それぞれの

第一音節の波形，スペクトログラム，インテ

ンシティー，フォルマントを Fig. 2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各語の母音/V1/の出わたりを観察すると，

非促音語と促音語は，インテンシティーの減

衰が急峻であるのに対して，独立発音語は，

その傾斜がなだらかであること，そして，フ

ォルマント遷移を見ると，非促音語と促音語

では，F1 が下降し F2 が上昇しているのに対

して，独立発音語では F1，F2 ともに遷移に

ほとんど変化が見られないことが分かる。 

4 考察 

 聴取実験の結果， 非促音語，促音語，独立

発音語によって促音として聴取されるために

必要な/C2/の無音区間が異なることが明らか

になった。特に，独立発音語は，無音区間が

470 ms になっても促音に聴取されない場合

もあり，促音として知覚されるためには，長

い無音区間が必要であることが確認された。

聴取実験に用いた刺激音の/V1/と/V2/の持続

時間は，全て一定に揃えてあったため，この

違いは，長さ以外の音響的な特徴によるもの

であると考えられる。 

本研究で注目した/V1/の音響分析の結果，

非促音語・促音語と独立発音語では，(1)母音

のインテンシティーの減衰と(2)フォルマン

ト遷移に違いがあることが明らかになった。

(1)と(2)は，調音的には母音から後続する子音

への切り替え（=閉鎖を開始するための母音

の打ち切り）と後続子音の発音に向けた口の

構えの変化に関係している。促音においては

このような閉鎖子音を調音するための一連の

動作とそれを行うタイミングが重要な要素と

なっており，それが知覚にも影響を与えてい

ると考えられる。非促音語と単独発音語は，

上述の(1)，(2)において異なる特徴を持つが，

どちらも促音がない音として聴取されること

から，(1)，(2)の特徴は促音語においてのみ必

須となる音響的特徴であることが示唆される。 

5 今後の課題 

 本研究では，日本語母語話者が発音した音

声を刺激音として用いたため，/V1/の出わた

り以外の音響的な特徴も促音の知覚に影響を

与えた可能性がある。今後は，合成音声を用

いて，母音のインテンシティーの減衰とフォ

ルマント遷移のみが異なる刺激音を作成し，

この２つの要素が促音の知覚にどのように影

響しているかを明らかにしていきたい。また，

調査協力者の数を増やして，個人差による影

響を少なくし，生成・知覚の両面において，

本研究で得られた結果と同様の傾向が見られ

るか検証していきたい。 
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Fig. 2 刺激音/C1V1C2V2/の第一音節/C1V1/ 

(a)非促音語，(b)促音語，(c)独立発音語 

(c) (b) (a) 
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